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日本公衆衛生看護学会学術集会
第 4回

公衆衛生看護の多様性と本質 ～変革期から未来に向けて～

麻原きよみ（聖路加国際大学）
佐川きよみ（葛飾区保健所、全国保健師長会）

詳しくは、ホームページをご覧ください。 第4回日本公衆衛生看護学会学術集会

【第 4回 日本公衆衛生看護学会学術集会事務局】
〒104-0044　東京都中央区明石町 10-1　聖路加国際大学 看護学部 公衆衛生看護学
E-mail: phn-luke@slcn.ac.jp 　＊お問い合わせはメールでお願い致します。

学術集会に関するお問い合わせ先

【プログラム】学術集会長講演「公衆衛生看護の多様性と本質―未来に向けて―」麻原きよみ（聖路加
国際大学看護学部）／基調講演「公共哲学：人々が「より善く生きる」ための社会をめざして」小林正弥（千
葉大学大学院・人文社会科学研究科、公共哲学センター長）／メインシンポジウム「人材育成―変革
期から未来に向けて―」佐伯和子（北海道大学、全国保健師教育機関協議会）、藤原啓子（横浜市神奈
川福祉保健センター）、椎葉倫代（新日鉄住金ソリューションズ株式会社）、太田　茂（広島大学大学院・
医歯薬学総合研究科、日本薬学会会頭）／教育講演Ⅰ「エビデンスに基づく保健活動
（Evidence-Based Public Health）」八重ゆかり（聖路加国際大学看護学部）／教育講演Ⅱ「日常の保
健活動と放射線～押さえておきたいポイントと保健師だからこそできる活動～」小西恵美子（鹿児島
大学医学部、日本放射線看護学会理事）／地域づくりセミナー「住民とともに行う地域づくり：台東
区の取り組み」山田圭子（台東区台東保健所保健サービス課）／特別リレー講演「地域包括ケアシステム」
　講演Ⅰ「都会の真ん中で展開する地域包括ケアシステムづくり」秋山正子（株式会社ケアーズ白十字
訪問看護ステーション）、講演Ⅱ「保健師が行う地域包括ケアシステムづくり」鎌田久美子（福岡県保
健医療介護部医療指導課）／シンポジウム　「メンタルヘルス : 生きづらさとどう向き合い、支援して
いるか」深石純子（青山学院中等部）、中村加奈重（足立区衛生部足立保健所東和保健総合センター）、
大神あゆみ（大神労働衛生コンサルタント事務所）／口演／ポスター／ワークショップ　ほか

会　期
会　場

2016 年　1 月 23日（土）・24日（日）
一橋大学一橋講堂（東京都千代田区）

事前申込：会員 8,000 円／非会員 　9,000 円／学部学生 3,000 円
当日申込：会員 9,000 円／非会員 10,000 円／学部学生 3,000 円参加費

学術集会長
副学術集会長
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●特集

●統括に聞く

●ピープル
岡本理恵さん《名古屋市 健康福祉局 健康部 健康増進課 地域看護係長》

高田佳子さん《日本笑いヨガ協会 代表》
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10代の母を支える
妊娠、出産、子育ての切れ目ない支援の中で
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BOOK、月間レーダー、information、月間レーダー special edition!? 80

金子 裕さん（大和市役所 健康づくり推進課）
ひよこ、ホップ、ステップ、ジャンプ！97

妊娠、出産、子育ての切れ目ない支援の中で

10代の母を支える
特　集8

高田佳子さんピープル102 （�日本笑いヨガ協会 代表）

地域と連携した食育 ～愛南町の「ぎょしょく教育」の取り組み～特別寄稿52

いまどき子育てアドバイス	《第 216 回》 　中川信子71

中臣さんの　環境衛生ウオッチング《第 42 回》 　中臣昌広66

62 保健師のための閑話ケア《第 57 回》 藤本裕明

60 ESSAY 国際保健《第 6 回》 松田正己

58 理解して生かす保健師用語《第 6 回》 「介護予防」

連 載

9月

運動による医療費削減効果を分析した北名古屋市の取り
組み ～「第 3 回健康寿命を延ばそう！アワード」を受賞～

FOCUS46

岡本理恵さん統括に聞く1 （名古屋市 健康福祉局 健康部 健康増進課 地域看護係長）

10　�10 代の妊娠・出産の現状と必要な支援
16　�若年妊娠の医学的、社会的リスク
21　�倫理学の立場から、若年妊娠について考える
26　松江市の 10 代母親の子育て支援
　　 　　　～ 10 代で妊娠・出産した母子への対応マニュアル作成から～

32　佐倉市における 10 代で妊娠・出産した母親の集い
　　 　　　～「Happy mama style」～

38　堺市中保健センターが取り組む若年母の支援と性教育
　　 　　　～「いのち♡ありがとうプロジェクト」～

ニ ュ ー ス76



1 地域保健 2015.9

合
意
形
成
を
図
り
つ
つ
保
健
師
の
意
識
改
革
を

統
括
の
礎
を
築
く
覚
悟
を
決
め
て

愛知県
名古屋市

岡
本
理
恵
さ
ん
●
名
古
屋
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健
康
福
祉
局 

健
康
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健
康
増
進
課 

地
域
看
護
係
長

文：編集部　　写真：カミヤス　セイ文：編集部　　写真：カミヤス　セイ

名古屋市庁舎前にて
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今
月
の
「
統
括
に
聞
く
」
に
ご
登
場
い
た

だ
く
の
は
、
人
口
２
２
８
万
人
の
政
令
指
定

都
市
、
名
古
屋
市
の
岡
本
理
恵
さ
ん
だ
。
健

康
福
祉
局
健
康
部
健
康
増
進
課
地
域
看
護
係

長
と
い
う
立
場
で
、
難
病
支
援
の
業
務
と
と

も
に
市
の
保
健
師
２
９
０
人
を
統
括
す
る
仕

事
に
就
い
て
い
る
。

　

岡
本
さ
ん
は
兵
庫
県
滝
野
町(

現
在
は
加

東
市)

の
出
身
。
会
社
を
経
営
す
る
父
と
看

護
師
の
母
の
間
に
長
女
と
し
て
生
ま
れ
た
。

将
来
の
職
業
と
し
て
、
両
親
か
ら
は
学
校
の

教
師
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
教
職
に
は
興
味
を

持
て
ず
、
選
ん
だ
道
は
看
護
職
。
普
通
に
考

え
れ
ば
母
の
背
中
を
見
て
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
理
由
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
か
っ

た
ら
し
い
。

 

「
私
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
が
強
く
、
自
信
の

な
い
子
ど
も
だ
っ
た
の
で
、
人
に
求
め
ら
れ

る
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
の
が
看
護
職

だ
っ
た
の
で
す
」

　

そ
う
話
す
岡
本
さ
ん
は
、
ス
タ
イ
リ
ッ

シ
ュ
で
整
っ
た
目
鼻
立
ち
。
明
る
く
て
き
ぱ

き
と
し
た
話
し
口
で
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー
と

し
て
も
通
用
し
そ
う
な
印
象
だ
。
ど
う
見
て

も
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
は
無
縁
に
思
え
た
の

で
、
そ
の
理
由
を
尋
ね
る
と
、
次
の
よ
う
な

答
え
が
返
っ
て
き
た
。

 

「
父
は
仲
間
と
会
社
を
立
ち
上
げ
て
精
力
的

に
働
い
て
い
ま
し
た
し
、
母
は
若
く
し
て
部

長
職
に
就
き
、
看
護
学
校
の
校
長
や
看
護
協

会
の
役
員
を
務
め
る
な
ど
、
仕
事
の
で
き
る

女
性
で
し
た
。
そ
ん
な
家
庭
環
境
だ
っ
た
の

で
私
に
対
す
る
要
求
水
準
も
高
か
っ
た
の
で

す
。
そ
の
期
待
に
な
か
な
か
応
え
ら
れ
て
い

な
い
思
い
が
あ
っ
て
…
…
。
職
業
選
択
に
当

た
っ
て
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
母
と
比
べ
ら
れ

る
の
が
嫌
で
、
看
護
職
に
就
く
こ
と
に
抵
抗

が
あ
り
ま
し
た
」

　

こ
う
し
た
複
雑
な
思
い
を
抱
え
て
は
い
た

が
、
人
に
求
め
ら
れ
る
仕
事
を
す
る
な
ら
看

護
職
と
の
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
高
校
を
卒

業
す
る
と
同
時
に
愛
知
県
内
の
看
護
系
大
学

へ
と
進
む
。

　

公
衆
衛
生
看
護
学
の
実
習
先
は
名
古
屋
市

緑
保
健
所
だ
っ
た
。
見
学
す
る
だ
け
に
な
り

が
ち
な
今
と
違
い
、
当
時
は
保
健
師
に
同
行

す
る
家
庭
訪
問
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
実
習

に
は
一
生
懸
命
予
習
を
し
て
か
ら
臨
ん
だ
と

い
う
。
と
こ
ろ
が
訪
問
先
で
は
し
ば
し
ば
予

想
も
し
な
い
出
来
事
が
起
き
た
。
そ
ん
な
と

き
に
も
保
健
師
は
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に

う
ま
く
対
処
し
、
住
民
か
ら
厚
い
信
頼
を
得

て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
の
姿
に
岡
本
さ
ん

は
感
動
を
覚
え
た
。

　

こ
れ
こ
そ
私
が
求
め
て
い
た
仕
事
！ 

と

保
健
師
に
な
る
こ
と
を
決
意
。
卒
業
を
控
え

て
周
囲
か
ら
、「
臨
床
経
験
を
積
ん
だ
方
が
、

将
来
潰
し
が
聞
く
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も

あ
っ
た
が
、
方
針
は
変
え
ず
地
元
に
近
い
神

戸
市
と
実
習
経
験
の
あ
る
名
古
屋
市
を
受
験

し
、
両
方
の
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
。

　

１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
、
名
古
屋
市
に

就
職
し
、
保
健
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。
最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
北
保
健
所
。

担
当
し
た
の
は
、
名
古
屋
と
い
う
大
都
会
の

イ
メ
ー
ジ
か
ら
か
け
離
れ
た
鄙
び
た
地
区

だ
っ
た
。

 

「
如に
ょ
い意
と
い
う
地
区
で
す
が
、
保
健
所
か
ら

市
バ
ス
に
乗
っ
て
川
を
越
え
て
い
く
の
で

す
。
前
任
の
方
が
途
中
退
職
さ
れ
、
保
健
師

の
空
白
期
間
が
あ
っ
た
た
め
、
地
域
の
役
員

さ
ん
た
ち
が
待
ち
わ
び
て
い
て
、
あ
い
さ
つ

に
行
く
な
り
『
や
っ
と
ウ
チ
の
保
健
師
が
来

た
。
辞
め
た
ら
あ
か
ん
ぞ
』
と
釘
を
刺
さ
れ

ま
し
た(

笑)

。
当
時
は
畑
作
を
し
て
い
る

家
が
多
く
、
玄
関
に
入
る
と
た
た
き
の
土
間

が
あ
り
、
上
が
り
口
に
《
畑
に
居
ま
す
。
呼

ん
で
く
だ
さ
い
》
と
書
い
て
あ
っ
た
り
、
家

庭
訪
問
に
行
く
途
中
で
会
っ
た
人
に
呼
び
止

め
ら
れ
て
『
帰
り
が
け
に
う
ち
に
寄
っ
て

よ
』
と
言
わ
れ
た
り
、
素
朴
で
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
地
区
で
し
た
。
毎
日
、
地
域
に
出
て
い

く
の
が
楽
し
み
で
し

た
ね
」

　

地
域
の
人
た
ち
が

新
人
の
自
分
を
頼
り

に
し
て
く
れ
る
─
─

思
い
描
い
て
い
た
通

り
の
〝
人
に
求
め
ら

れ
る
〟
仕
事
に
携
わ

る
喜
び
を
か
み
し
め

た
。
保
健
師
は
一
人

な
の
で
、
や
れ
る
こ

と
は
限
ら
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
た
が
、
育
児
相
談
会
を
開
こ
う

と
す
る
と
地
域
の
役
員
た
ち
が
チ
ラ
シ
作
り

や
配
布
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

　

北
保
健
所
に
帰
れ
ば
保
健
師
た
ち
が
集
ま

る
島
が
あ
り
、
そ
こ
で
一
日
の
出
来
事
を
話

し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
ほ
か
の

保
健
師
の
話
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
で
き

た
。
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
環
境
の
下
で
岡
本

さ
ん
は
保
健
師
と
し
て
の
基
礎
力
を
着
実
に

付
け
て
い
く
。

大
都
会
の
田
舎
か
ら
ス
タ
ー
ト

人
に
求
め
ら
れ
る

仕
事
を
し
た
い

愛  知  県

名古屋市

N

市庁舎は1933（昭和8）年竣工の国の重要文化財
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　わが国では、若年出産（20 歳未満の妊娠）は全出生数の１％
ほどで、諸外国と比較してもそれほど多いというわけではない。
しかし、若年母親は精神的に未熟で育児知識が乏しく、20 歳以
上を対象とした子育て支援と同様の方法では、難しい点がある。
　今月の特集では、10 代の妊娠、出産を社会、医学、倫理等の
目線から各専門家に解説していただき、若年出産への支援を実
施している自治体の取り組みを紹介しながら、10 代の母親に必
要な支援を検討したい。

10 10 代の妊娠・出産の現状と必要な支援
◎大川聡子（大阪府立大学）

16 若年妊娠の医学的、社会的リスク
◎取材協力：水主川純さん（聖マリアンナ医科大学）

21 倫理学の立場から、若年妊娠について考える
◎児玉 聡（京都大学）

26 松江市の 10 代母親の子育て支援
─ 10 代で妊娠・出産した母子への対応マニュアル作成から

◎山本志歩美（松江市保健センター）

32 佐倉市における 10 代で妊娠・出産した母親の集い
─「Happy mama style」

◎上條友美（佐倉市役所）

38 堺市中保健センターが取り組む若年母の支援と性教育
─「いのち♡ありがとうプロジェクト」

◎山中八重（堺市中保健センター） 

妊娠、出産、
子育ての

切れ目ない
支援の中で

10代の
母を支える

特
集
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結
婚
期
間
が
短
い
出
生
：
右
軸)

を
示
し
、

１
９
５
５
（
昭
和
30
）
年
か
ら
5
年
お
き
に

比
較
し
た
も
の
を
図
２
に
示
し
ま
す
。
10
代

の
人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
は
２
・
５
〜
12
・

１
‰
と
大
き
な
変
動
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
10

代
母
親
の
出
生
率
は
、
55
（
昭
和
30
）
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
３
・
６
〜
５
・
９
‰
で
推

移
し
て
お
り
、大
き
な
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
若
年
出
産
は
「
望

ま
な
い
妊
娠
」
だ
け
で
は
語
れ
な
い
、
若
年

出
産
を
す
る
「
層
」
が
あ
る
の
で
は
と
考
え

ま
し
た
。

　

先
進
国
中
で
10
代
で
の
出
産
が
極
め
て
多

い
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
若
年
母
親

の
出
産
の
背
景
に
、
貧
困
や
経
済
的
機
会
の

欠
如
な
ど
社
会
的
不
利
が
あ
る
こ
と
が
認
識

さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
不
利
を
解
消
す
る

た
め
に
、
若
年
妊
娠
予
防
対
策
と
同
時
に
、

出
産
し
た
母
親
に
対
す
る
支
援
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
子
ど
も
の
託
児
施

設
の
あ
る
高
校
、
教
育

や
職
業
訓
練
を
受
け
て

い
る
間
の
保
育
料
の
支

払
い
、
子
ど
も
の
早
期

学
習
を
す
す
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
な
ら
び
に
地

域
の
社
会
資
源
や
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
メ
ン

タ
ー
等
、
学
業
継
続
や

就
業
へ
の
支
援
で
す
。

　

日
本
で
は
、
若
年
妊

娠
に
関
す
る
施
策
は
性

教
育
な
ど
の
若
年
出
産

を
「
予
防
」
す
る
取
り

組
み
に
重
き
が
お
か

れ
、
若
年
母
親
に
対
す

る
支
援
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。こ
の
た
め
、

出
産
し
た
母
親
は
家
族

や
周
囲
の
イ
ン
フ
ォ
ー

　

２
０
１
３
（
平
成
25
）
年
の
10
代
の
母
親

の
出
生
数
は
、
１
万
２
９
６
４
人
（
人
口
動

態
統
計
）
で
あ
り
、
全
出
生
数
に
占
め
る
出

産
割
合
は
１
・
26
％
と
少
数
で
す
。
一
方
、

人
工
妊
娠
中
絶
件
数
は
１
万
９
３
５
９
件
に

上
り
ま
す
。
中
絶
件
数
と
出
産
数
を
足
し
て

そ
の
年
の
妊
娠
者
数
と
仮
定
し
、
出
産
数
か

ら
妊
娠
し
た
人
数
を
除
し
た
も
の
を
出
産
割

合
と
し
ま
す
。
こ
の
出
産
割
合
、
中
絶
件

数
、
出
産
数
を
図
１
に
示
し
ま
す
。
13
（
平

成
25
）
年
の
10
代
の
出
産
割
合
は
40
・
１
％

で
す
。
10
代
で
妊
娠
し
た
女
性
の
う
ち
、
出

産
を
選
択
し
て
い
る
の
は
約
４
割
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

次
に
、
10
代
の
人
口
千
対
人
工
妊
娠
中

絶
実
施
率
と
、
人
口
千
対
出
生
率
、
10
代

の
結
婚
期
間
が
妊
娠
期
間
よ
り
短
い
出
生
、

い
わ
ゆ
る
「
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
」
が
嫡
出

第
１
子
に
占
め
る
出
生
構
成
割
合
（
以
下
、

10 代の母を支える

妊娠、出産、子育ての切れ目ない支援の中で

特 集

　大阪府内で若年母親のフィールド調
査等を実施し、支援の在り方を検討し
ている大川聡子さんは、10代で子ど
もを産む母親の背景に特殊な状況が存
在するのではないかと指摘する。若年
母親が孤立しないためにも、若い人が
子育てしやすい環境の構築が求められ
ている。

10代の妊娠・出産の
現状と必要な支援

大川聡子
（おおかわ・さとこ　大阪府立大学

地域保健学域 看護学類　准教授）

10
代
の
妊
娠
・
出
産
の
現
状

10
代
の
母
を
取
り
巻
く
状
況
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図1　2000〜 2013年の10代の出産数、中絶件数、出産割合

（人口動態統計及び母体保護統計・衛生行政報告例より筆者作成）
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地域でサポートを
必要としている人を支えたい

金
か ね こ

子 裕
ゆ う

さん
●大和市役所 
　健康づくり推進課

大和市

神奈川県

N

文：太田美由紀（ライター）　写真：C.Kent

全体の健康課題と個人との関わりを大切に
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に
過
ご
す
こ
と
で
気
管
は
塞
が
り
、
一
週
間

で
退
院
と
な
っ
た
と
い
う
が
…
…
。

 

「
あ
ま
り
痛
み
は
な
く
、
酸
素
マ
ス
ク
や
カ

ニ
ュ
ー
レ
を
す
る
と
苦
し
さ
も
な
か
っ
た
ん

で
す
。
と
は
い
え
、
初
日
は
食
事
な
し
。
そ

の
後
も
白
湯
や
お
か
ゆ
で
、
と
に
か
く
お
腹

が
空
き
ま
し
た
。
体
は
元
気
で
育
ち
盛
り
で

す
か
ら
、
お
医
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん
に
菓

子
パ
ン
が
食
べ
た
い
と
交
渉
し
た
ん
で
す
け

ど
ダ
メ
で
し
た
（
笑
）。
で
も
、
担
当
し
て

く
だ
さ
っ
た
看
護
師
さ
ん
が
と
て
も
や
さ
し

く
て
元
気
づ
け
ら
れ
、
医
療
職
に
魅
力
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　　

い
き
も
の
へ
の
興
味
、
看
護
師
へ
の
憧
れ

か
ら
、
看
護
学
科
へ
進
学
。
看
護
実
習
で
、

金
子
さ
ん
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
。

 

「
領
域
別
看
護
実
習
の
ス
タ
ー
ト
が
小
児
看

護
で
し
た
。
そ
こ
で
、
軟
骨
形
成
不
全
症
と

い
う
難
病
で
、
気
管
切
開
し
て
い
る
８
歳
の

お
子
さ
ん
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
身
長
は
３
、４
歳
程
度
の
平

均
身
長
で
あ
る
１
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
、
首
も

据
わ
ら
な
い
た
め
完
全
に
ベ
ッ
ド
で
の
生
活

で
し
た
。
で
も
、
泣
き
言
も
言
わ
ず
、
い
つ

も
に
こ
に
こ
と
笑
顔
の
女
の
子
で
し
た
」

　

そ
の
子
の
母
親
は
第
２
子
を
出
産
し
て
来

院
が
減
り
、
実
習
当
時
、
彼
女
へ
の
見
舞
い

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。

 

「
僕
の
家
族
は
両
親
と
妹
で
す
が
、
家
族
で

過
ご
す
毎
日
や
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
友

だ
ち
と
学
校
に
通
う
こ
と
は
ご
く
当
た
り
前

の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
目
の

前
で
、
ひ
と
り
笑
顔
で
頑
張
っ
て
い
る
女
の

子
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
病
院
に
は
院
内

学
級
が
あ
り
ま
し
た
が
、
病
院
は
病
気
を
治

　

神
奈
川
県
大
和
市
は
、
同
県
の
横
浜
市
や

藤
沢
市
、
東
京
都
町
田
市
な
ど
に
隣
接
し
て

い
る
。
三
つ
の
鉄
道
と
東
名
高
速
道
路
が
通

り
、
東
京
へ
も
横
浜
へ
も
通
勤
圏
内
だ
。

　

市
の
中
央
部
に
は
美
し
い
水
が
湧
き
出
る

水
源
地
、「
泉
の
森
」
と
呼
ば
れ
る
公
園
も

あ
り
、
緑
豊
か
な
環
境
と
生
活
の
利
便
性
が

人
気
で
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
か
ら
今

ま
で
に
人
口
は
倍
増
し
て
い
る
。

　

金
子
裕
さ
ん
は
、
大
和
市
初
の
男
性
保
健

師
。
心
や
さ
し
い
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
、
笑
顔

を
絶
や
さ
な
い
こ
と
を
心
掛
け
な
が
ら
、
健

康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
で
３
年
目
を

疾
走
中
だ
。

 

「
こ
の
健
康
遊
具
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
29

年
度
に
か
け
て
市
内
約
１
０
０
カ
所
の
公
園

に
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
な
ん
で

す
。
現
在
、
20
カ
所
に
設
置
が
完
了
し
て
い

ま
す
」
と
、
撮
影
を
進
め
な
が
ら
使
い
方
を

教
え
て
く
れ
た
金
子
さ
ん
（
前
ペ
ー
ジ
参

照
）。
小
中
学
校
で
は
野
球
部
、
高
校
で
は

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、
体
を
動
か
す

こ
と
が
大
好
き
だ
っ
た
と
笑
う
。

 

「
母
か
ら
は
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
動
い
て
落
ち

着
き
の
な
い
子
だ
っ
た
と
よ
く
言
わ
れ
ま
し

た
。
で
も
一
方
で
、
図
書
館
に
行
く
こ
と
も

大
好
き
で
、
魚
や
動
物
、
植
物
な
ど
、
い
き

も
の
の
図
鑑
を
よ
く
見
て
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
当
時
流
行
っ
て
い
た
オ
オ
ク
ワ
ガ
タ

も
、
成
虫
を
買
う
と
高
い
の
で
、
幼
虫
か
ら

育
て
て
い
ま
し
た
」

　

人
の
体
の
働
き
や
植
物
の
仕
組
み
が
面
白

く
、
高
校
で
も
得
意
科
目
は
生
物
だ
っ
た
。

そ
ん
な
金
子
さ
ん
が
医
療
職
へ
進
む
き
っ
か

け
と
な
っ
た
の
は
、
高
校
２
年
生
の
こ
ろ
の

思
い
が
け
な
い
出
来
事
だ
。

 

「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
は
キ
ー
パ
ー
を
し
て

い
た
の
で
、
小
さ
な
ケ
ガ
は
絶
え
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
あ
る
日
、
部
活
の
休
憩
時
間
中

に
、
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
荒
川
静
香
さ
ん

の
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
を
真
似
し
て
い
た
ら
、
の

ど
の
あ
た
り
で
ブ
チ
ッ
と
音
が
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
呼
吸
を
す
る
た
び
に
笛
の
よ
う
に

ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
音
が
す
る
ん
で
す
。
こ
れ

は
普
通
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
救
急
病
院
に

行
っ
た
ら
、そ
の
ま
ま
入
院
に
な
り
ま
し
た
」

　

診
断
名
は
気
管
損
傷
。
放
っ
て
お
げ
ば
窒

息
し
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
な
状
態
だ
っ

た
。
幸
い
、
手
術
に
は
至
ら
ず
、
絶
対
安
静

医
療
職
へ
の
き
っ
か
け
は

な
ぜ
か
イ
ナ
バ
ウ
ア
ー
！

元
気
に
学
校
へ
通
う
こ
と
は

当
た
り
前
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た

▲先輩にも報告や質問ができるようになり、少し肩の力も抜けた

▲昨年から同じ部署に男性保健師が二人に。「後輩も二人できました」
（金子さん）



102地域保健 2015.9103 地域保健 2015.9

─
一
級
建
築
士
の
資
格
を
お
持
ち
な
の
で
す

ね
。

高
田　

兵
庫
県
の
明
石
工
業
高
等
専
門
学
校

の
建
築
学
科
で
学
び
ま
し
た
。

　

そ
こ
に
い
る
だ
け
で
笑
え
る
と
か
、
宗
教

建
築
の
よ
う
に
厳
か
な
気
持
ち
な
る
と
い
っ

た
「
空
間
」
の
感
触
に
興
味
が
あ
り
、
私

は
「
人
が
笑
顔
に
な
る
空
間
を
つ
く
り
た

い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
吉
本
新
喜
劇
や

松
竹
新
喜
劇
を
観
て
育
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
笑
い
ヨ
ガ
に
出
合
う
ず
っ
と
前
か
ら

「
笑
い
」に
関
心
が
あ
り
ま
し
た
。
年
を
と
っ

て
も
命
の
あ
る
限
り
、
ハ
ッ
ピ
ー
で
笑
っ
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
、
最
初
は
建
築
で
そ
れ
を
実
現
し
た

い
と
考
え
た
の
で
す
。

　

卒
業
設
計
は
〝C

om
m

unity for S
enior 

C
itizens

（
高
齢
者
の
た
め
の
ま
ち
）〟。
リ

タ
イ
ア
し
た
人
た
ち
が
、「
今
日
は
何
を
し

て
遊
ぼ
う
か
」
と
考
え
な
が
ら
、
ワ
ク
ワ
ク

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
で
す
。教
官
か
ら
は「
君

が
考
え
て
い
る
の
は
20
歳
の
高
齢
者
だ
よ
。

本
当
の
高
齢
者
は
、
障
が
い
が
あ
っ
た
り
体

が
つ
ら
か
っ
た
り
し
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気

分
で
目
覚
め
ら
れ
な
い
よ
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
「
高
齢
に
な
っ
て
も
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
、
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境

を
つ
く
り
た
い
」
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

ピープル

写真：カミヤス　セイ

　日本笑いヨガ協会代表、株式会社アートランド代表取締役。
桜美林大学加齢・発達研究所連携研究員、NPO法人日本ケアリ
ングクラウン協会理事、一級建築士、老年学修士。2009年1月、
笑いヨガ考案者のDr.カタリアからインドでラフターヨガ（笑い
ヨガ）を学び、帰国直後に日本笑いヨガ協会を設立。全国各地
で指導・講演をする傍ら、執筆活動なども行う。『大人の笑トレ』

（ゴルフダイジェスト社）、『大道芸イキイキ空間』（学芸出版社）、
『ボケないための笑いヨガ』（春陽堂）、『笑いヨガで超健康にな
る！』（マキノ出版）のほか、パフォーマンス関連の著書多数。

建
築
の
力
で
、
笑
顔
に
な
る

空
間
を
つ
く
り
た
い

高
齢
に
な
っ
て
も
、
障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
り
た
い

●たかだ・よしこ●

　
笑
い
の
体
操
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を
組
み
合
わ
せ
た
運
動
法
「
笑
い
ヨ
ガ
」。
高
田

佳
子
さ
ん
は
２
０
０
９
（
平
成
21
）
年
１
月
に
イ
ン
ド
で
そ
の
魅
力
を
知
り
、
す
ぐ

に
日
本
笑
い
ヨ
ガ
協
会
を
設
立
。
以
後
、
多
く
の
人
々
に
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え

続
け
て
い
る
。

　
高
田
さ
ん
の
源
点
は
、
学
生
時
代
に
抱
い
た
「
人
が
笑
顔
に
な
る
空
間
を
つ
く
り

た
い
」と
い
う
思
い
に
あ
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
走
り
続
け
て
き
た
高
田
さ
ん
の
、

こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
伺
っ
た
。

高
田
佳
子
さ
ん

日
本
笑
い
ヨ
ガ
協
会 

代
表

● 

聞
き
手　

編
集
部




